
第２学年１組 図画工作科学習指導案 

日 時 平成29年８月１日(火) ９:45～10:30 

場 所 図工室 

対 象 ２年１組35名（男子17名，女子18名） 

指導者 髙添 比登美 

本授業の主張点 

 

 

 

１ 題材名 いろ・イロ・いろ 水花（みずはな） [立体に表す] 

 

２ 題材の構想 

(1) 題材について 

本題材は，物語から想像した花を，自分の思いやイメージに合わせて，形づくっていく題材である。主

な材料に，ポリエステルフィルムやカラーホルダーを用いる。ポリエステルフィルムは，薄くて折ること

ができ，カラーホルダーは，厚みがあり，適度な強度がある材料である。両者とも水を浸透させない性質

をもち，切断や接着が容易で，しならせて形状を保つことができる。色が豊富にあり，透明なものと，光

沢のある不透明なものがある。児童は，イメージに合わせて，ポリエステルフィルムやカラーホルダーの

色を選んで切ったり，透明な容器に接着させたりしながら，形づくることができるであろう。接着には，

主にセロハンテープを使う。セロハンテープは，水にぬれると接着しにくいが，乾いていれば，接着しや

すく，児童も扱い慣れている道具である。すぐに形状を保たせ，水に浮かべる点から，ステープラーも用

意しておく。児童がイメージしたものを完成に近付けるために，補助材として，様々な色のモールや手芸

材料等を準備する。題材を通して，イメージしたものや表したい思いに向かって，ポリエステルフィルム

やカラーホルダーの特徴を感じ取り，使い慣れた用具を使うとともに，表し方を工夫し，立体的に形や色

を構成する力の育成をねらう。また，自分や友達の作品を楽しんで見ながら，感じたことを話したり，友

達の話を聞いたりする活動は，形や色などについてのコミュニケーションを通して，生活や社会と主体的

に関わる態度につながっていくと考える。 

(2) 児童について 

本学級の児童は，細い厚紙や色の付いたホログラム折り紙をはさみで切り，セロハンテープやステープ

ラーで接着・接合する工作活動の経験がある。また，題材の終末で互いの作品を見合ったり，一つの作品

の形や色について，見て話し合ったりする鑑賞活動も経験している。児童は，図画工作の授業を毎回楽し

みにしており，「とっても楽しい」「夢中になれる」などと高い意欲で取り組むことができている。しかし，

はさみやセロハンテープなどの身近で扱いやすい用具は使えているものの，ステープラーは，力の入れ方

や持ち方が分からず，うまく扱えない児童もいる。鑑賞については，形や色，表し方の面白さ，材料の感

じなどについて，具体的に言葉で表せていない児童もいる。「思い付かない」と発想の段階でつまずいてい

たり，「思い付いたことをうまく表せない」など用具をうまく扱えず，表し方が分からなかったりして困っ

ている姿が見られる。本題材を通して，形や色のイメージを広げたり，材料や用具に十分に慣れたりしな

がら，自分のイメージしたことや感じ取ったことを表すことができるようになると期待している。 

(3) 指導について 

第１時では，児童のイメージが広がり，豊かな発想につながるような題材の導入を行いたい。そのため

に，本題材に合わせた教師の自作の物語である「キセキの花」の読み聞かせを電子黒板で行う。また，物

 児童が主体的に鑑賞活動に取り組めるように，言葉かけや場の工夫を行います。状況によって変わる形や

色を楽しんで見ながら，作品のよさや面白さを感じ取る児童の姿をお見せします。 



語を読む前に，教師がつくった「キセキの花」の種を児童に提示する。「キセキの花」の種が旅に出て，い

ろいろな困難を乗り越え，最後に水面に花を咲かせようとする場面で話を終える。読み聞かせを終えた後，

児童の想像が膨らむように，どのような形や色の「キセキの花」が咲いたのか問いかけ，イメージさせる。

また，児童の豊かな発想につながるように，珍しい世界の花の写真を電子黒板で提示し，掲示物を用意し

ておく。児童が材料の特徴を生かして造形活動ができるように，ポリエステルフィルムやカラーホルダー

に触れさせ，感触をつかませる時間を設ける。 

第２・３時では，児童がイメージに合わせて，材料の色を選び，立体的に形づくっていくことができる

ような言葉かけや場の工夫を行いたい。そのために，本題材の最後に，つくった「キセキの花」を実際に

浮かべることを知らせ，水面に咲く花を想像しながらつくるよう促す。児童の思い描いた花に合う色のポ

リエステルフィルムやカラーホルダーを選ぶように伝える。児童のイメージに合う「キセキの花」をより

具体化し，水に浮かべることができるように，透明な容器を用いる。透明な容器は様々な大きさのものを

用意し，児童がつくりたい花に合わせて選ぶことができるようにしておく。児童の豊かな発想につながる

ように，第１時に提示した珍しい世界の花のコーナーを設けておく。また，活動時にステープラーを安全

に使えるように，用具の使い方の掲示もしておく。活動時には，形や色にこだわった「キセキの花」をつ

くるよう促す。児童が安心して活動できるように，失敗しても何度もつくり直したり，思い付いた花を何

個もつくったりしてもいいことを伝える。造形的なよさや面白さを意識できるように，形や色にこだわっ

てつくっている児童を積極的に称賛していく。活動が停滞している児童には，形や色の新たな組合せを一

緒に考え，活動が似ている児童を紹介したり，珍しい世界の花コーナーを参考にしたりするよう促す。終

末時に，想像していた「キセキの花」をつくっていく上で，形や色について，どのように工夫したかふり

返る。その後，児童が次時の鑑賞活動の見通しをもち，造形活動の期待を高められるように，つくった「キ

セキの花」を実際に水に浮かべることを伝える。 

本時では，状況が変わることで生まれる，作品の見え方のよさや面白さに気付かせていきたい。そのた

めに，物語を読み進めながら３段階の鑑賞活動の場を設定する。３段階の鑑賞活動の場とは，自分の作品

と向き合う活動の場，次に一斉に作品を水に浮かべて全体の様子を見る活動の場，最後に周囲の明るさを

変えて見る活動の場である。その際，水を入れたたらい８つと図工室の中央に大きな布で覆った水を入れ

たビニールプールを１つ，机上に用意しておく。導入時に，児童が前時の活動を想起し，意欲を高めるこ

とができるように，本題材の導入に行った「キセキの花」の読み聞かせを電子黒板で行った後，本時のめ

あてを提示する。その後，前時までにつくった作品を，水を入れたたらいに実際に浮かべて見ることで，

どんな感じがするか問いかけ，作品の様子について，友達と話し合う時間を設ける。その後，物語には続

きがあることを知らせ，湖にはたくさんの仲間の種が眠っており，一斉に花が開いたことを口頭で紹介す

る。図工室の中央に用意していたビニールプールの布を取り，一斉に花を浮かべて作品に浸る時間を設け

る。その際，単体で浮かべた様子と一斉に水に浮かべて，たくさんの花が漂う様子の見え方のよさや面白

さについて見るように促す。終末時に，物語の最後を紹介する。様々な「キセキの花」が咲いた湖に，夜

がきたことを話す。その後，図工室を暗くしてビニールプールをライトアップする。周囲が明るさや光の

当て方で，作品の見え方が変わることを感じ取らせ，今後の造形活動への意欲を高める。 

 

３ 題材の目標と評価規準 

 (1) 題材の目標 

物語を聞いて，感じたり想像したりしたことから，表したいことを見付けたり，形や色などについて考

えたりしながら「キセキの花」に表すことができるようにするとともに，「キセキの花」のよさや面白さを

感じ取ることができるようにする。 

 



(2) 題材の評価規準 

 

４ 題材の指導計画（全４時間） 

時 〇主な学習活動 〇教師の働きかけ ◆評価規準【観点】 

１ 

 

 

 

 

〇「キセキの花」のお話の読

み聞かせを聞く。 

〇「キセキの花」を想像する。 

〇児童がイメージを広げて自由な発想が

できるように，物語の読み聞かせを電子

黒板で行って，種を提示する。 

〇どのような「キセキの花」が咲くのか問

いかけ，児童のイメージを広げる。 

〇児童の花のイメージが広がるように，珍

しい世界の花の画像を見せる。 

◆物語を聞いて，感じた

り想像したりしなが

ら，思いのままに立体

に表す活動を楽しもう

としている。 

（活動の様子・発言） 

【造形への関心・意欲・態度】 

２ 

・ 

３ 

 

 

 

 

 

〇前時の活動を電子黒板で

ふり返る。 

〇想像した「キセキの花」を，

ポリエステルフィルムや

カラーホルダー，透明な容

器でつくる。 

〇本時をふり返り，次時の活

動の見通しをもつ。 

〇本題材の終末時に，つくった「キセキの

花」を実際に浮かべることを知らせ，水

面に咲く花を想像しながらつくること

を伝える。 

〇想像した花に合う材料を選んでつくる

ように伝える。 

〇珍しい世界の花の写真やステープラー

の使い方の掲示をしておく。 

〇何度もつくり直したり，何個もつくった

りしてもいいことを伝える。 

 

〇次時には，実際に作品を水に浮かべるこ

とを伝える。 

◆ポリエステルフィルムや

カラーホルダーの色を選

んだり，いろいろな形に

加工したりしながら，表

したい花を思い付いてい

る。 

（活動の様子・発言・作品）      

【発想や構想の能力】 

◆表したいことを表すため

に，ポリエステルフィル

ムやカラーホルダーなど

を使いながら表し方を工

夫している 

（活動の様子・発言・作品） 

【創造的な技能】 

４ 

本

時 

 

 

 

 

 

〇物語を聞き，水に浮かべた

作品の様子を見る。 

〇物語の続きを聞き，一斉に

浮かべた作品を見て，友達

と話し合う。 

〇物語の最後を聞き，ライト

アップされた作品を見る。 

〇水が入ったたらいや布で覆った大きな

ビニールプールを用意しておく。 

〇読み聞かせを電子黒板で再度行う。 

 

〇水に浮かべてどんな感じがするか問い

かける。 

〇作品の形や色について，友達と話し合う

時間を設ける。 

〇物語の続きを紹介し，布を取って一斉に

作品を浮かべさせる。 

〇物語の最後を話し，周囲の明るさなどで

作品の見え方が変わることを紹介する。 

◆「キセキの花」を見て，

感じたことを話したり，

簡単な文で書いたりしな

がら，作品のよさや面白

さを感じている。 

（活動の様子・発言・ 

ワークシート） 

【鑑賞の能力】 

ア【造形への関心・意欲・態度】 イ【発想や構想の能力】 ウ【創造的な技能】 エ【鑑賞の能力】 

物語を聞いて，感じた

り想像したりしながら，

思いのままに立体に表す

活動を楽しもうとしてい

る。 

ポリエステルフィルム

やカラーホルダーの色を

選んだり，いろいろな形に

加工したりしながら，表し

たい花を思い付いている。 

表したいことを表すため

に，ポリエステルフィルム

やカラーホルダーなどを使

いながら表し方を工夫して

いる。 

「キセキの花」を見て，

感じたことを話したり，

簡単な文で書いたりしな

がら，作品のよさや面白

さを感じている。 

 「キセキの花」のお話

を聞いて，どんな花かそ

うぞうしよう。 

形や色にこだわって，

そうぞうした「キセキの

花」をつくろう。 

「キセキの花」を水に

うかべて，形や色のよさ

をかんじよう。 



５ 本時の指導（４／４） 

(1) 指導目標 

状況によって変わる作品の様子を楽しんで見ながら，作品のよさや面白さ感じ取ることができるように

する。 

(2) 評価規準 

エ 「キセキの花」を見て，感じたことを話したり，簡単な文で書いたりしながら，作品のよさや面白さ

を感じ取っている。                               【鑑賞の能力】 

(3) 展開 

学習活動と児童の主な反応（・） 
形
態 教師の働きかけと形成的評価（◆） 

１ 「キセキの花」の物語の読み聞かせを

再度聞き，めあてを確認する。 （10分） 

 ・今日は，いよいよ水に浮かべるぞ。 

 ・水に浮かべると，どんなふうになるの

かな。 

 

 

２ 作品を水に浮かべて鑑賞する。（25分） 

 ①水に浮かべた作品を鑑賞する。 

  ・水に浮かべると，揺れ始めたよ。 

  ・風に当たって，ゆっくり回って面白

いな。 

  ・水に浮かべると，下にも花が咲いて

いるみたいに見えたよ。 

  ・赤い花びらが水に映って，きれいだ

な。   

 ②一斉に浮かべた作品を鑑賞する。 

  ・いろいろな形や色の花が水面に咲い

ているみたいだ。 

・水の流れに乗って，花が動いてきれ

いだな。 

・赤や青の花を集めて見てみよう。 

・たくさんの花が集まると，湖がカラ

フルなお花畑みたいになって，もっ

と楽しくなったよ。 

・長くとがっている花びらもあるし，

丸い形もあって面白いな。 

３ 本時の活動をふり返る。   （10分） 

・周りを暗くして，ライトを当てると，

夜に咲く花みたいだ。 

・いろんな色の花が集まって楽しそうだ

ったから，みんなで浮かべて見た時が

一番好きだったな。 

斉 

 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

1-(1) 水を入れたたらいと図工室の中央に大きな布で

覆った水を溜めたビニールプールを，児童の視線の

高さに合わせて，机上に用意しておく。 

1-(2) 児童が前時の活動を想起し，意欲を高めること

ができるように，本題材の導入に行った「キセキの

花」の読み聞かせを電子黒板で再度行う。 

 

2-(1) 前時までにつくった作品を水の入ったたらいに

浮かべて見て，どんな感じがするか問いかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-(2) 作品の様子について，どのように見えたのか友

達と話し合う時間を設ける。 

2-(3) 物語の続きを口頭で紹介し，ビニールプールの

布を取って，一斉に花を浮かべさせ，作品に浸る時

間を設ける。 

2-(4) 単体で浮かべた様子の見え方とたくさんの花が

漂う様子の見え方に違いがあるか問いかける。 

 

3-(1) 物語の最後を話し，図工室を暗くしてビニール

プールをライトアップして，周囲の明るさや光の当

て方で，作品の見え方が変わることを感じ取らせる。 

3-(2) 本時の活動の流れを追いながら，状況によって

変わる作品のよさや面白さについて，問いかける。 

「キセキの花」を水にうかべて，形

や色のよさをかんじよう。 

 

◆ 自分が感じたことを話したり，友人の話を聞いたりしなが

ら，水に浮かべた作品の様子のよさや面白さを感じ取ってい

る。 （活動の様子・対話）        【鑑賞の能力】 

Ａ 水に浮かぶ作品の様子のよさや面白さについて，自分が

感じたことを進んで友達に話したり，話を聞いたりしなが

ら，楽しんで見ている。 

Ｂ 水に浮かぶ作品の様子を話しながら楽しんで見ている。 

  → 水に浮かべた時の様子を見て，どんな見え方のよさや

面白さがあるか問いかける。 

Ｃ 水に浮かべることを楽しんで，よさや面白さを話してい

ない。 

  → 水に浮かべる前と浮かべた時の様子の見え方に違い

があるか問いかける。 



 


